
細

ネ
ル
に
於
け
る
所
剖
緊
上
の
酬
放
仙
ひ
に
不
良
取
出
に
飢
て
､
墾
一郎

本
邦
に
於
け
ろ
所
謂
黒
土
の
組
成
並
び
に

不
良
原
因
に
就
て

(撃
亮
)

燐

酸

ご

可

溶

性

啓

上

に

裁

て

三
九
⊂

田

克

巳

(
昆

1-

･砧

寄

腔

指

∫
.
~
T
枚
)

lノ

鞍
上
が
多
′
言

的
杓
怖
内
に
L
t･

ヤ

･)
れ
て
i
=
る
こ
き
に
帥
物

の
水
分
分
折

り
紙
黙

tJFefJ
e
r
代
り
･∵
言
-

t
.T1

及
び

ltubぎ
こき

一､
ノ

I;i

St
e
i

n
k
oe
n
i
.qr

a
nd
･u

i
u

e

r
代

C

≠

bJT.S
代

に
伏
-
光
.E,i
せ
ら

れ
た
JL
ど
も
兆

の
今
=:帆
極
め
て
少
1

日
.つ
形
態
北
び
に
公

印的
m
帆
は
軸

揺
+<
明
に
し
て

-
股

に
拙
物
に
糾
し
必
.=:火
映
ぐ
べ
か
ら
ざ

る
元
素

に
は
あ
ら
ず
土
日
ぜ
ら
ろ
｡

唯
兆
の
令
水
越
倍
数
及

び
酸
化
物
は
土
壌
中
に
放
て
柄
物
葉
養
分
,,γ

疲

牧
保
打
し
沈
亡
を
防
ぐ
の
符
を
な
す
こ
と
へ

及

び
禁

止
冊
鄭

S
赫

徴

ー=.の
小
作
は
刑
帳
刑
と
し
て
丈
接
侃
剤
と
し
て
帖
物

山
企
芽
S
.び
に
成
虎

に
ペ
徹
せ
-
と
の
徽
岱
あ
-
｡
即
ち

Pfeiffer
and
B

l
a

ncr

つ
氏
il
は
紙
離
雛
土
と
碓
軽
減
椎
を
轡

加
に
鮎
川
す
る
帖
は
穀
物

の棉
収
を
和
し
t

i.ハ
の
∩‥≠
多
き
帖
は
却
っ
て
減
収
す
る
こ
と

を

代
物

L
t

り

stoktasa
氏
び

は

甜
菜

の
〓

ク
ク
ー
に
九
征
の
硫
酸
減
便
及
び
川
･
川
八
虹
の
鎌
取
雛
土
を
施
し
･(･1-.C

-
訂
G

R

の
増
収

を
得

'
酢

土

は

泌

俺

t.S
鋸
'
銅
と
竹
し
-
接
愉
剤
と
し
て
淡
来
同
化
作
川
を
似
逃
せ
し
め
従
っ
て
成
心
を
促
す
も

の
な
り
と
説
明
せ
り
｡
B

o

u
lla
n
↑e

氏
C
.
も
亦
舞
上
'
減
便
'
雛

1
紙
へ
ウ
ラ

IL
ウ
ム
の
椛
醗
盟

の
接
偶
作
川
を
脚
光
L
t
丑

ハ
の
鵜
川
は

一
般
に
杓
版
を
来
す
と
弛
廿
せ
り
｡
非



L/T

の

ヶ

の
他
番
新

の
後
芽
に
徴
丑
の
雑
土
の
劫
火
に

就
き

J

.st
K
は

t

M

a
z
e

代
0
'

山
野

氏
川
叫
品

性
静
あ
-
α

＼
.ノ

然
れ
ど
も
亦
多
-
の
性
腺
は
雛
土
が

机
物
の
輩
卦
成
長
に
封
し
秘
め
て
祈
毒
な
る
都
を
㌍
明
し
t
F
lu
ri
t
V

は

S
pirog.v
ra
E1.d
ea

及
び

L
e
m
a
ra
等
を
任
川
し
て
雛
土

山柵
敢
廟
､
腰
化
物
'

珊
狭
取
賄
芯
7
の
布
告
作
川
を
研
究
し
'

澱
粉
形
成
作
川
の
机
輔
さ
る
1

を
以

"
7

っ
て
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
に
作
rIj
す
る
も
の
な
り
と
珊
諭
せ
-
｡
H
e
ユ
〕ert
代

(~

は
休
酸
非
土
の
戯
豆
'
薬
師
'
小
委
等
の
輩
非
に

V
a
r
varo

･fT

ll

氏

岬

は
雛
土
の
酸
化
物
が
､
共
,n
:の
蛮
升
に
iT
.]ichaels
and

D
eH
epn
氏

C

は
帥

々
の
雛
+
.鹿
の
小
繋
の
恐
升
に
各
群
し
き
票

花

〓
ノ

川
を
認
め
た
･1
0
K
ratzLr
ann
t
f
叶

は
多
-
の
作
物
に
就
き

成
虫
と
各
抑
紙
上
蝉
S
･
効
県
を
研
究
し
､

!..朋.腔
C
･
〇
C
先
Tgqに
娃
す
るり

哨
戒
よ
を
輿
F
Iす
る
も
C
･
G
O
C
J一
頭
以
卜
に
て
は
却
っ
て
刑
他
作
川
を
=∴
し
'
相
打
火
を
塞
せ
り
と

..人
へ
り
｡
H
o
u
se
a
n
d

(:･ies
氏

U

･〓′

及
び
山
野
氏
5

号

は
見
難
上
の
万

u=作
川
は
北

山,
弧
蛙
に
依
る
と
;.i/
{3
'
山
野
氏
は
1)
警

'==j船
に
於
て
仕
験
し
斡
土
山
離
澱
は
成
育
を
助

,T../

に
す
る
も
明
鞭
C
∴

ガ
は
班
に
蛇
行
を
iL.し
∩
.･
人
物7.に
tF
か
ば
赦
E
･に
し
て
拓
托
す
と
苑
よ
せ
り
:
〟
U

p
-
eth
t
t
f
e･

は

瓜
肝
地
山
抑
出

~ヽ

陳
倍
数
土
は

O
･
C
O
川
先
に
し
て
…iF
し
き
和
軒
作
川
を
点
し
t
A
llb
ott.
C
onn
e･
an
d

Sm
a
lte)'
-代
(

も
土
塊
滋
H
波
に
C
･

O
C
O
五

訂■】

規
･C4
の
硝
酸
耕
土
が

..]
現
零
の
敢
卦
を

町筋
し
､
ニ
亮

博
士

5

の
牡
鹿
も
亦
水
桁
の
水
耕
法
の
結
山
東

化
教
士
の
C
･
〇
〇
〇
三

't
lJ秋
鮭

ハリ

に
し
て
布
清
作
川
を
3
Lせ
-
.

叉
M
i

ras.)
代

ひ
も
硫
酸
砂
上
を
以
っ
て
八
番
の
蔑
井
を
試
験
し

〇
･
〇
一
規
定
に
し
て
宰
著
し
く

〇
･

〇
0
1
規
匙
に
て
多
少
村
清
作
川
を
3
iL
､

〇
･
C
O
O
1
規
･姓
に
て
戊
虹
な
く

C
･
〇
C

O
O
滋
規
定
に
於
て
刺
戦
作
川
あ
る
邸
を
報
せ

せ
-
｡

之
雅

の報
小
目
を
裾
合
し
て
者
ふ
ろ
に
雛
土
鮎

の
布
宰
舶
艦
は
作
物
山
師
匁
''
無

い
和
知
に
よ
り
興
る
も
凡
そ
C
.･
〇
〇
〇
一
-
〇
･
〇

0
1
規
･:ii
の
如
-
'
刺
城
作
川
は
似
-
微
光
に
於
て

のみ
行
な
は
る
1

も
の
1

如
し
.

ヽ
ノ

土
地
小
に
存
在
す
る
雛
土
に
闘
L

A
T,
b
ott,
C
on
n
cr
a
n
d
S
m
a
ller
t
(lL

は

印
度

の
.<
良
1
.を
研
究
し
其
の
浸
-;
･腑
小
に
爪
惟
雛
土

山

本
邦
にこ
於
け
ろ
卵
嚢

土
の
射
械
蛾
ひ
に
√
良
沢
E
に
戯
て
'
箪
二鮎

"二
九

!



木
和
に
於
け
る
所
建

.:ijの
糾
械

弧びに
不
良
『
凶
に
耽
て
'
軍
二剛

三
九
∴

〓

存
在
を
認
め
'
培
賛
試
験
の
結
北
南
不
良
土
の
原
拝t
は
可
溶
性
紗
土
の
和
木
に
よ
る
こ
と
を
報
せ
し
'
R

u
p
rech
t
a
nd
M

f,
r
S
e
代

71

は
上

地
に
硫
酸
ア
ン
モ
:
ヤ
の
辿
TI
は
硫
酸
弊
土
を
姓
じ
'
之
れ
が
土
塊
酸
性
と
作
物
不
作
の
原
附
を
な
す
JJ
云
ひ
'
H
a
r
tu
etl
a
n
d
P
em
be
{

の

G
,

氏
い

も

亦
硫
酸
ア
ン
そ
こ
ヤ
迎
川
土
壌
の
犬
券
不
作
の
原
附
を
埜
土
に
基
凶
せ
し
め
た
り
0
兆

t,1後
C
onn
er
an
d

S
ears
氏
(
'L)enis.n

の

cT

氏
(

'

G
ilb
ert
and

P
em
ber
氏
U

S'7
に
依
-
水
耕
法
祁
び
･に
机
木
鉢
試
験
の
両
方
軒
よ
り
研
究
し
酸
性
土
唖
の
不
火
炉
囚
は
非
の
酸
度

よ
り
む
し
は
可
溶
性
教
士
の
和
在
に
よ
る
こ
と
を
力
説
せ
ら
る
1

に
:hJi]れ
り
｡

然
れ
ど
も
之
の
詮
に
封
し
て
は
佃
は
異
議
多
-
例

へ
増
蕃
試
験

の̀
結
北
耕
土
の
植
生
に
布
部
な
る
茄
は
輝
幣
と
排
も
'
は
た
し
て
雑
土
は

T̂

土
塊
溶
液
中
に
和
宮
限
庇
以
上
の
張
度
に
溶
仰
し
て
布
在
す
る
や
市
や
雄
糊
に
し
て

M
ag
i
stad扶
臼

は
土
地
中
に
於
け
る
溶
御
鉢
土
及
びヽノ

掛
の
渋
皮
は
土
塊
の
和
に
支
配
さ
れ
Ⅶ
川
･
七
-
八
･
〇
の
ー=ー
に
於
て
は
宙
前
分
聖

い以
上
に
布
衣
せ
ざ
る
こ
と
を
哲
よ
し
'
P
.11ard
氏
小

1

は
代
入
法
に
よ
る
土
塊

溶
液
を
分
析

し

p
H

州
･
〇
I
L
･
九
又
は
八
･
〇
の
土
塊
に
は
殆
ん
ど
雛
土
の
布
衣
を
認
め
ず
'
J
offe
an=
Tc
L
eln

つ

LT

氏
S
は
分
散
度
大
な
る
ゾ
ル
も
亦
机
物
に
利
別
さ
れ
得
る
と
7,1

C
.

ヨ
ber
氏
(

の

定
見
に
従
ひ
和
〝
雑
上
盤
の
凝
縮
と
川
の
闘
係
を
傑
験
し

牡
土
の
凝
縮
は
含
有
す
る
陰
イ
オ
ン
に
依
-
辞
し
-
支
配
さ
れ
'
凝
縮
完
成
pH
は
燐
酸
の
誓

.I･
二
'
硫
酸
品

E
･
八
'
聯
架
の
柑
'<
･
八
'

硝
酸
の
川
六
･
〇
及
び
硫
酸
'
胸
#
'
柵
酷
の
混
入
｡
に
放
て
Ⅶ

川
･九
な
り
と
甑
廿
せ
り
O
帥
ち
氏
雅
は
土
地
巾
の
溶
昭
雄
土
は
北
ハの
竹
に
脚

蓮
し
'

1
定
の
限
界
範
蛸
の
相
に
於
て
は
共
の
=‥蒜

‥:g
pな
-
L｣
の
#
:な
れ
ど
も
最
近
に
於
け
る

P
i｡rre･

P

.h
lm
a
n
n
a

n
d

M

c

ll邑
n
e

)0
票

の
土
塊
溶
液
の
汽
像
は
同

1
p和
を
有
す
る
各
桁
土
塊
の
燃
上
の
潰
度
は
新
し
-
興
り
tpH
四
･
〇
に
て
首
筋
分
中

1
･
五

-
二三
･
〇
t
p

g
l･
五
に
て
○
-
1
二
･
〇
'
pH
聖

九
に
て
C
1
二
･
C
)に
し
て
土
壌
中
の
け
溶
性
鼎
難
の
偵
鮭
が
教
士
の
華
に
影
隼
す
る
も
の
と
考

へ
た

り○



L:7

前
記

の
如
-
土
壌
中
に
於
け
る
可
溶
性
葉
上
の
有
幸
作
川
に
放

て
は
諦
詮
尚
ほ

1r
定
せ
ざ
れ
ど
も

tiLIrgeSS
氏
(

'

B
la
i
r
a
n
d

P
r
i
n
c
e

cqn

.幻

.

氏
J

及

び

G
itb
ert
an
d
P
cm
b
er
氏
U

等

b1
〇
･五
規
･.:･]
枇
酸

に
吋
溶
な
る
雛
土
を
析
性
葉
上
と
糾
し
'

捕
物
生
育
と

北
も
洲
係
あ
り
と

i

?

の
甑
に
基
づ
き
B
u
r
g

ess
氏
法

仁

を

以
っ
て
机
快
耕
土
を
氷
れ
令
せ
て
勲
S
.腰
幣
可
溶
へ
〇
･
二
規
硝
酸
可
溶
及
び

一
規
定
榊
花

ア
ン
モ
ン

液

〓
止
沈
源
液
中
に
州q
換
さ
る
1
雄
⊥
北
を
求
め
各
比
較
せ
-
0

駿

二
)

木
･LH
験
に
使
川
せ
る
供
託
上
は
弟

一
報
及
び
雛
二
髄
に
於
け
る
と
川

一
な
-
｡

性
騒
法
談
の
加
L
Q

.i

.
班
･S
鞘
醗
可
肺

碑
ii-
比
E
.
T
･
1
打
の
印

綬

に

f
咋
冊
斤
…淋
し
綿
桝
し
叫
れ
る
♯
上
.

カ

ニ
'
〇
･二規
定
梢
取
付
溶
耕
土
-
S
hedd
氏
S

が
土

鳩中
の
有
効
態
成
分

の
測
･.J.<
に
〇
･二
規
･:<
硝
酸
を
俳
川
せ
る
に
綻
ひ

1
二

〇
瓦

の

風
乾
土
に
EZ
硝
酸

〓

10
0
雅
を
加

へ
九
時
州
時

々
娠
混
し
て
放
:3･=TL
'
共
の
泌
液

二
止
に
就
き
燃
上
日加
を
求
む
O

ノヽ

三
t

C
･克
Id
足
付
醗
可
溶
詐
十
-
B
u
rg

eIqs氏

ぐ
の

析
性
雑
土
測
定
法
に
捉
ひ
た
り
｡

四
'
:>j
拙
作
舞
上
-
供
試
土
二
五
九
を
八
〇
-
九
C
鹿
山
一
規
定
踊
化
ア

ン
l#
ン
液
を
以

っ

て

出
即
し
'

一
巡
夜
放
駐

複
成
過
し
ー
･肌Sf
腔
の

盤
化
ア
ン
モ
ン
液
に
て
洗
濯
し
'
髄
液

山
立
と
柑
て
葉
上
を
起
茄

せ
-
.

票
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司
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溶
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弟

一
別
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て
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収
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二
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川
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〆

=帖
佐
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井
森
林
の
七
･
六

二
.tq
SJ十
均
九
･
六
川
:.riわ

に
し
て
'
机

i
:机
に
放
て
は
蕪

織
笠
ノ

悦
A
の
七
･
六

二

R
=枇
低
甘
障
れ
A

山ハ
･
4
.六

二1Jqt
.i
均
六
･
七
八
三

わ
に
し
て
明
に
弟

一
利
に
共

の
EF
.+
J
な
り
｡

即
ち
紙
に
稚
瑞
せ
る
如
-

快
勝
轍
叩
溶
舛
十

と
石

女
合
八肌
と
の
川
に
は
稗
接
な
り嵐

保
を
∴小
L
t

.;
={J
の
U
･
'<
.tlhQt
山
上
を
解
す
ろ
耶
∴
机

は
牡
土

日
紫
し
き
娘
心
と

ホ

せ

り
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･

S
h
ed
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代
仰
,
む
和
効
態
成
分
測
先
決
釦
ち

Lj･
-
通

･l･,4
抑
恨
吋
溶
成
分
小
姓
+
.を
求
め
た
る
に
郡

一
組

の
■γ
均

二
･
九
1
〆

郡
二
郎
の
牛

均
三
･
〇
二
七
〆
に
し
て
第
■
叫組

の
敗
的
多
少
i(
な
る
は
弗

の
組
=.Ll'と
捌
係
な
-
稀
酸
に
吋
溶
性
雑
土
は
却
っ
て
多
き
が
如
し
｡
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か
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叶
浴
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土
即
ち
B

u
r咋
e
SS
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の

沼
性
耕
土
は
第

一
釦

に
於
て
堰
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if
山
仰
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の
〇
･
:
五

七
三
露

出
低

折
井
森

林
の

〇
･
t二
二
二
毎

牛
均
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･
1八
二
五

郎
に
し
て
凱
'
:r糾
は
北
高
笠
ノ
肘
-う

わ
〇
･
二
九
川
.
iR
拍

化
捜

山
の
C
･C)七
二
七
R

平
均

〇
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G
t

H
六
九

卵
に
し
て
軸
組

の榊
に
相
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速
あ
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邸
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eSS
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尉
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雛
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〇
･
〇
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二
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ハリ

c
t
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1.
1
形
に
し
て
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os
lettuce
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一)e.ni.n
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兆
に
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-
牧
睦
な
か
り
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牡
騒
､
B
u
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e55
氏
叶

の

米
囲
及
び

ハ
ワ
ィ

山
各
地
よ
-
接
触
せ
ソり
∴
州
印

の
土

塊
に
就
き

ハ
ワ
ィ
の
初
色
帥
地
iT'KC
J二
八
二

肇
は
例
外
と
し
て
他
は
帝
C
･
〇
八
九
C
.〆
以
下
に
L
f

本
邦
に
於
け
る
所
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凱
放

肋
び
に
不
良
脈憶
に
舵

て
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本
和
に
於
け
る
所
避
黒
土
の
弧
域
此
び
に
不
良
原
因
に
戯
て
'
第
二
両

;.二
九
六

cT
･

G
ilbert
an
d
P
e
m
ber
氏

U
も
亦

pH

五
･
〇
以
下
に
て
は

〇
･
〇
九
〇
五
%
'
pH
亨

C
I
六
･
〇
に
て
は
〇
･
C
五
八
九
〆
'Ⅶ

六
･
〇
以
上

l
-

に
て
は

〇
･
〇
〇
七
九
〆
を
山
i:Z
と
せ
-

｡
之
竹
の
怒
飴
に
徹
し
本
土
#
.は
須
二
組
と
靴
も
佃
は

C
･
二

六
九
毎
に
し
て

B
ur
g
e
s
s

氏
の

ハ
ワ
イ
土
塊
を
除
き
米
国
に
於
て
性
験
せ
ら
れ
た
る
何
れ
の
土
塊
よ
-
析
性
然
土
の
韮
多
く

悲
し
氏
竹T
e
舘
の
如
-
之
の
方
法
に
依
る
雛

工
が
枇
生
と
甜
係
を
有
す
と
せ
ば
新
二
細
に
触
す
る
も
の
も
亦
秘
め
て
不
良
状
態
を

不
さ
ゞ
る
べ
か
ら
す
O
且
つ
本
土
塊
に
て
は
析
代
休
土

と
pH
並
び
に
酸
些

飽
和
度
等
の
側
に
も
歌
し
き
剛
係
の
存
在
を
認
め
ず
.

此
虚
に
追
換
性
教
士
と
郁
す
る
は

1
規
定
腰
化
ア
ン
モ
ン
批
准
液

〓
止
中
に
浦
川
す
る
放
す
八兆
に
し
て
中
性
腰
の
陽
イ
オ
ン
‥父
換
に
よ
り

慣
桜
也
換
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
や
'
或
は
山
換
水
墨
イ
オ
ン

の影
轡
に
よ
-
相
接
的
に
溶
出
せ
る
も
の
な
る
や
佃
ほ
誰
論
の
〃
す
る
起
た
れ

■れ｣

ど
も
酸
性
土
塊
に
中
性
鮮
溶
液
を
作
用
せ
し
む
る
時
械
及
び
舛
土
の
浴
州
す
る
事
は
既
明
の
郎
性
に
し
て
M
atts.
n
氏
畔

は
土
塊
が
不
飽
和

つ
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態

の
帖
拭
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び
鯉
土
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芯
換
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な
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課
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換
紳
士
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五
･
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に
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〃
耗
す
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郷
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と
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(･=
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と
の
脚
係
は
背
し
く
不
規
則
に
し
て
む
し
ろ
土
塊
の
不
飽
和
皮
と
矯
接
な
る
槻
係
に
あ
る
こ
と
及
び
pH
五
･
一
以
上

に

於
て
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該
鉢
土
は
仝
ふ
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性
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オ
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榊
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的
に
溶
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･
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叩
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仇
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+
土
地
の
不
良
原
則
は
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瓶
摘
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於
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燐
酸
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に
布
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態
燐
酸
の
紋
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及
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せ
る
如
-
i=
性

並
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に
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摸
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等
の
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溶
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士
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在
に

1
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す
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帥
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ら
る
1
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の
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鉢
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た
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木
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乾
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鉢
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咋
仙
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ハ
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六
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付
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∴
∩
日
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と
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ひ
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牧
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に
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一
･
二
元
瓦
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び
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酸
加
盟
に
て
加
里

1
･
二
五
瓦

を
往
年
輿

へ
た
-
o

耕
恥
に
於
て
は
耐
年
産
殆
ん
ど
同
様
な
る
を
11
つ
て
此
也
に
は
昭
和
七
年
度
の
み
,に
就
き
雑
音
す
べ
L
o
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廿
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均

帆

攻
炎

の
如

し

け

I

;･
I

当

･3
'･

清 浦 滑 川

朋 溶 き 根

出 頴 田 淑

節 :詞 嗣 国

萱 雲… 昌 a.エコ⊥しメ[コ>こコヽヽIF僻ftI-p.}一 一J-I .-1

毒 呑 =,弓 三に孟 l表I-メ

軍 f: 宝 石 日 )

･- し÷ 一一 二 引

蔓il孟十 荊> 樹b> 軽口l讃て 二 匹′≡ 十与

一ヽ 一
.-- L〇 -ー つつふ.. 二つ l3 ,3

I)LCつつtZ>

本
邦
に
於
け
る

所訓黒
土
の

凱
成
心
ひ
に

不良
研凶に
就

て
'
第
三
剛



本
邦
に
於
け
ろ
所
劉
黒
土
の
削
械
孤
ひ
に
不
良
脱
帽
に
赦
て
'
窮
≡
報

燐
酸
肥
料
を
苑
さ
ゞ
る
吊
即
ち
無
燐
酸
防
'
黛
繋
E小
用
阿
'
加
里
州小
用
隈
は
全
-
無
肥
料
恒
と
等
し
-
柏
付
け
よ
-
刈
収
-
ま
で
殆
ん
ど

草
丈
の
増
加
な
く

一
株
の
本
数
に
於
て
も
却

っ
て
減
少
を
ホ
せ
-
O
撫
頚
素
同
と
燐
酸
仰小
川
院
は
殆
ん
ど
同
様
に
し
て
燐
酸
の
存
在
に
於

て
加
里
は
何
呼
効
果
無
き
事
を
不
す
O
三
MB
豪

臨
､
無
加
盟
柿
の
等
し
-
娘
も
成
育
良
好
な
る
は
燐
酸
の
布
衣
に
於
て
額
紫
が
棚
;:==肥
効
を

失
せ
る
も
の
な
る
べ
し
｡
即
ち
本
土
牡
に
於
.て
は
三
嬰
累
中
燐
酸

の
み
肥
効
柳
瀬
に
し
て
加
弔
,は
仝
-
劫
火
な
く

等
素
は
…小
川
に
て
比
企

-
肥
効
を
な
さ
ゞ
る
も
燐
酸
と
北
ハ
に
施
す
時
始
め
て
柵
常
の
効
兆
を

ホ
せ
-
0
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に
於
て
も
燐
酸

の
肥
効
の
み
櫛
菅
に
し
て
頚
素
.
加
配
.は
燐
暇
と
共
用
し
て
始
め
て
効
児
あ
る
が
如
く
之

の脚
係
を

1
健
明
瞭
な
ら



し
む
る
琉
め
燐
幣

中
畑
隆
の
牧
茄
を

1
〇
〇
･
〇
〇
と
し
各
位
牧
丑
の
比
率
を
求
め
た
=1
｡

;
(
I,

'

E

i:I

韻
糸
は
::小
川
及
び
加
刑
と
北
ハ川
す
る
帖
に
放
て
共
に
座
肥
料
筒
と
+
/
井
な
-
公
-
肥
軌
加
工

と
･rrhr
ひ
門
べ
′＼
'
燐
酸
と
北
ハ川
す
る
時
初
め

て
新
し
さ
劫
火
を
滋
し
短
冊
即
川
の
∴
伯
+=
牧
水

を

柑

た
り
,｡
LS
(に
燐
酸
､

加
恥

と
併

川
す
る
咋

一
鮮
成
げ
良
劫
に
し
て
燐

椴

州
小
川

の

約

二
･
茄
情
の
牧
丑
を
示
せ
-
｡

加
里
は
…小
川
の
畔
或
は
駕
韻
-と
北
ハ川
す
る
帖
に
は
全
-
肥
効
な
-
'
燐
酸
と
共
川
す
る
時
伐
に
一
C
l
'
.lC
〆

の
榊
収
を
示
せ
り
｡

燐
酸
は
仙
川
に
於
て
も
背
し
き
肥
効
を
示
し
'
子
牡
牧
蕊
の
如
き
仙
…肥
料
ri
の
抑
ん
ど
蛸

○
倍
以
上
を
不
L
t
抑
牧
鮎
'
放
牧
並
も
共
に

燐
酸

の効
北
搬
群
な
る
こ
と
を
示
せ
り
｡
燐
慨
は
加
肌
,と
北
へ川
す
る
帖
は
作
に
加
即
の
劫
火
を
示
し
'
去
来
は
燐
幣

叫
川
の
二
倍
の
収
丑
を

得
た
-
0

以
･上
の
肥
料
#
_験
の
成
育
北
び
に
収
韮
訓
非
の
結
;i
を
綜
令
し
て
考
ふ
る
に
燐
酸
の
肥
効
の
み
棚
着
に
し
て
加
畢

果
菜
は
燐
酸
と
共
用

し
て
初
め
て
共
の
肥
効
を
来
し
仰叫
川
に
て
は
仝
-
刺
;i
な
L
c

本
邦
に
於
け
る
所
謂
希
土
の
組
城
曲
ひ
に
不
良
原
凶
に
此
て
'
節
≡
枇
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欠
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し
て
燐
酸
加
的
'
燐
酸
鍋
'
燐
酸
iL=
上
之
れ
に
次
ぎ
､
燐
酸
押
通
殊
に
燐
酸
井
上
は

最

も
l<
良
な
-
｡
然
し
之
れ
を
無
肥
料
虹
に
比
較
す
れ
ば
燐
依
然
圭
帆
も
亦
川
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収
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収
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収
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燐
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燐
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燐
酸
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収
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牡
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燐
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燐
酸
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燐
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燐
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燐
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燐
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収
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･
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瓦
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光
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収
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収
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介
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収
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燐
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暢
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膿
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献
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植
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燐
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華
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燐
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収
=加
東
に
し
て
他
は
無
肥
料
Ei
JJ
殆
ど
同
様
な
り
｡
S
J
に

之

の
閥
係
を
明
瞭
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収
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燐
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収
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･
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収
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燐
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廿
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知
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狐
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燐
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友
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燐
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葉
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燐
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得
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瀬
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収
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什
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燐
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燐
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燐
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水
和

の成
打
S
.ぴ
に
収
n叫

に
殆
ん
ど
劫
火
な
き
鮎
よ
-
考

へ
'
机
生
不
良
原
則
と
し
て
は
屯
接
的
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
む
し
ろ
他
囚
十
に
形
伸
し
て
束
は
る
1
円7
越

約
の
も
の
と
考
ふ
る
を
要
(:=な
り
と
述
べ
た
11
｡

本
性
験
に
於
て
は
本
土
壌
の
直
接
的
不
良
仰
脚
を
探
究
す
る
た
め
粍
ろ
燐
酸
'
窒
素
'
雛
土
山
帥
係
に
就
き
什
助
を
試
み
た
-
Q

l
f
電
束
は
三
安
楽
肥
効
試
験

の
給
火
m叫
川
又
は
加
駅
と
北
ハ川
す
る
特
発
-
肥
効
な
-
'
燐
酸
と
並
川
し
て
側
め
て
共
の
劫
火
を
来
し
燐
酸

本
邦

に
放
けろ
所
_山菜土の
弧
畔
仙び
に

不良僻
TTfi51に
耽
て

'
革

二
郎

g
:
二



本
邦
に
於
け
る

所刑果
壬
の
敵

城州び
に
不
良
択
凶
に
就
て
'
節
‥1簡

四

二

f

堀
川
の
約
二
噂
の
収
最
を
示
せ
･1
｡
叉
燐
酸
確

の
各
和
皆
野
に
北
き
肥
効
就
歯
を
行

へ
る
締
出
も
亦
弟
二
燐
酸
ア
ン
モ
ニ
ヤ

(
N
H
1
)山

H
P

0

4

の
施
川
は
燐
酸

H
3P
O
L
の
収

丑
の
凡
そ
二
代
･堅
不
せ
11
.

枚
に
黛
架
は
燐
酸
の
存
在
に
於
て
初
め
て
効
準
を
来
し
柑
る
こ
と
明
な
-
.

二
'
可
溶
性
碁
土
と
し
て

B
u
r
g
e
s
s

技
法
に
よ
る
･揃j;仕
舞
土
は
郡

一
組
は
勿
論
約
二
榊
も
著
し
-
多
く

米
閥
に
放
け
る
捕
性
燃
上
に
よ

る
不
良
土
と
し
て
敬
袈
さ
れ
た
る
何
れ
よ
-
も
北
ハ
の
含

求
+)
な
る
を
以
っ
て
'
若
し
之
の
耕
土
が
柵
生
に
山
も
彫
申
す
る
も
の
と
せ
ば
第

二
組
も
亦
背
し
き
不
良
土
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
す
｡
然
る
に
艦
換
性
捗
土
は
非
の
情
i<
な
る
も
狛
二
組
は
…打
し
-
小
な
る
鮒
よ
り
考

へ
'

岩
し
叩
締
性
教
士
が
不
良
隙
間
を
な
す
も
の
と
せ
ば
i=
性
雛
土
よ
-
む
し
ろ
出
換
性
雛
土
な
る
べ
し
｡

三

位
換
性
耕
土
は
土
壌
の
柑
'
比
換
酸
些

川品

性
水
素
イ
オ
ン
へ
飽
和
駐
'
世
換
性
石
衣
と
明
瞭
な
る
州
閥
々
快
を
ホ
す
正

つ
和
<
･

五
を
限
界
と
し
て
そ
れ
以
上
品

に
は
含
舶
徴
少
な
=l
｡

四
'
本
土
蛾
化
塔
分
析
の
紹
北
に
よ
る
燐
酸
殊
に
布
動
態
燐
幣
の
軌
芝
が
不
良
の
桝
田
な
る
か
否
か
を
櫛
む
る
た
め
行
ひ
た
る
肥
料
三
l.y
素

試
験
'
各
抑
燐
酸
鵬
仙肥
効
溝
助
'
各
種
石
衣
鮮
肥
執
成
腺
の
結
果
明
に
蛸
較
イ
オ
ン
が
背
し
-
肥
効
を
布
す
る
こ
と
を
秘
め
た
-
0

五
'
燐
酸
胸
各
節
の
肥
効
溝
助
の
結
北
ア
ン
モ
ニ
ヤ
勝
山
も
効
火
穴
に
し
て
木
次
'
加
輿
'
背
土
'
繊
'
水
来
'
付
近
'
雛
七

の順
に
減
少

し
妙
土
は
水
諒
の
約
二
分

の
一
の
収
山肌
を
柑
た
り
O

六
t
千-
次
雌
各
位
の
肥
効
訊
助
に
よ
り
燐
酸
盛
の
弼
レ
群
し
き
肥
効
あ
る
に
戊
L
t
他
の
陰
イ
オ
ン
果
酸
鮮
'
恨
化
物
'
硫
酸
幽
'耐
酸
頗
'

硝
酸
触
称
は
無
肥
料
と
殆
ん
ど
興
る
研
な
し
｡
故
に
陰
イ
オ
ン
と
し
て
は
燐
酸

の
み
が
柵
生
に
棚
係
を
有
L
t
他
は
殆
ん
ど
蜘
係
な
き
も

の
1
如
く

石
衣
も
亦
蔽
収
他
生
に
瀞
轡
た
き
が
加

L
o



七
､
本
土
壌
の
不
良
改
良
土
L
,tJ
燐
酸
イ
オ
ン
の
み
濁
り
肝
し
き
勧
児
あ
る
は
本
土
壁
の
勝
取
映
之
を
抑
ふ
乃
め
に
生
じ
た
る
も
い
か
或
は

本
土
購
不
良
の
一
間
と
彩

へ
ら
る
る
吋
溶
性
雛
土
に
働
き
非
の
有
宰
作
用
を
抑
雌
せ
る
璃
め
に
生
じ
た
る
川
接
的
効
北
に
よ
る
も
の
か
を

確
む
る
篤
め
木
土
塊
に
梯
酷
熱
⊥
'
熱
化
舞
上
を
施
し
て
北
ハ
の
字
作
川
を
輝
め
'
之
の
解
仲
川
は
蜂
酸
の
加
川
に
よ
り
仝
-
除
去
さ
る
1

こ
と
を
襟
騎
せ
り
｡
H
.つ

N
eubau
e
r
氏
幼
柚
物
淡
に
伐
る
燐
惟
吸
収
試
験
の
結
火
よ
り
見
れ
ば

一
机
木
鉢
の
土
壌
七

妃
に
封
し
て
燐
酸

(Pは0
[･,)
八
･
川
七
九
以
下
に
.て
は
刷
物
は
燐
酸
,を
吸
収
利
川
し
得
ざ
る
も
わ
1

如
-
'
三
+L･a
素

試
験

の
如
き
鉢
懲
り
俳
か

一
･
二
五
瓦
の

燐
酸
に
て
は
全
-
肥
効
と
し
て
机
物
の
吸
収
利
川
し
柑
ざ
る
も
の
と
14
は
ざ
る
べ
か
ら
す
｡

の

'̂

八
'
以
上
の
･Jtt
放
縦
Zi
と

C
a
m
eron
and
H
u
rst
氏
(
及

び

l､red
代

〔~

竹
浦
代
の
寂
醗
石
女
映
乏
上
に
池
燐
酸
れ
次
の
鵜
川
は
殆
ん
ど

n
ノ

不
溶
性
な
る
燐
惜
耕
土
及
び
燐
酸
姥
と
奨
す
べ
L
と
云
ひ
'
G
aarder
氏
叶

は

土
鳩

の燐
酸
沈
澱
を
論
じ
て
酸
性
状
態
に
於
て
は
餓
及
び

tT

維
上
に
･L<
32
'
中
仙
状
態
に
LLrて
jJ
.･;
火
に
よ
-
行
な
は
り0
1

も
山
と
.ぷ
い
C
叉

lo
ff
e

･qnd
≡
1Cl･eaコ
氏
小は
沸
上
の
滞
船
は
除
イ

蛋

ォ
ン
い
抑
卸
に
依
-
鼎
-
'
燐
酸
イ
オ
ン
に
放
て
は
pll
こ
..･
∴
に
射
て
小tJ還

す
JJ
机
せ
せ
-
｡
B
lai
r
a
n
d
P
rin
c｡
氏
〔

及
び

･IrirasoI

･

7
代
臼

は

吋

溶
性
妹
九
に
よ
る
不
良
土
は
燐
酸

の
施
川
に
よ
-
博
し
-
基
の
和
宮
作
机

･･仁抑
3_i
.せ
ら
る
･I
こ
と
を
性
験
せ
-
O
以
上
の
諸
説

を
参
照
し
本
1
.姓
の
如
-
敵
性
似
-
'
且
つ
17巾
衣
紋
ヱ
土
に
燐
照
の
施
日
は
殆
ん
ど
不
溶
性
な
る
燐
惟
即
'
燐
酸
耕
土
と
し
て
沈
澱
L
t

非
の
肥
効
は
背
し
-
駕
滅
せ
ら
る
1
も
の
と
巧

へ
ら
る
0
枚
に
土
塊
に
来
れ
た
る
燐
酸
の
肥
効
は
憐
椴
の
紋
之
に
よ
る
何
様

の肥
効
に
あ

ら
ず
し
て
可
溶
性
耕
土
を
抑
雌
せ
る

馬め
に
尖
れ
た
る
相
接
的
効
果
な
=1
と
す
る
を
寅
常
な
り
と
す
｡
従
っ
て
本
土
塊
不
良
の

二
(
府
内

と
し
て
可
溶
性
某
土
特
に
仰山
換
性
雛
土
の
存
従
に
基
因
す
る
も
e
･と
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
o

木
材~
碇
に
あ
た
り
恕
切
な
る
御
指
撃
を
腸

へ
る
思
仙
人

似
農
業
桝
究
桝
板
野
悼
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封
し
深
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の
感
謝
を
表
す
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本
邦
に
於
け
ろ
所

儲
暇

王

の

私
純
仙
び
に
不
良
脱
凶

に
就
て
t
.:･.1tF
‥
二郎

M

二

二



本
邦
に
於
け
る
新
制
黒
土
の
鮎
仰恥
び
に

不良脱
凶
に
就

て
'
窮
三
和

巷

考

文

献

円

一
川

l･
^
h
b
o
ttl
J
･
l山･)
C
o
n
n
er
S
･
D
･J
p
n
d
A
r-
tie_y
L
I
･
R
･
lru
:;･
Lq
O
il
ilCid
ity
,
n
itriticltio
n
l
n
(t
th
e
to
･1
ity
o
f
so
tu
h
tcp
邑

t‥
,f
a
ttm
Zin
i≡
日
,

t
n
d
,
(
P
u
rd
u
e
U
n
il
.)
A
g
r･
E
;tp
.
S
tfL･
B
u
tL
TO
･

ド

B
ta
il､
A
･
W
･,
a
n
d
P
riIICe
)
A
･
L
･
19{27･
T
h
e
retatj
o
【1
0
f
lC
it
re
itCtio
n
tc
Lu
ltil
･e
iltu
n】in
iu
.ご
}
S
o
iL
F3c
ieコ
ee,
V
･
-'･t,
p
･
LI
B
-
(a)):山･

:3･
]ぎ
u
tta
n
g
er,
F
･
191{j･
E
tu
d
c･-
1I
P
6
rin.e
n
tl
les
su
r
l
e
s
en
g
m
i.q
c
Llta
l.v
ti(Lu
eⅥL

n
A
n
n
･
1
1･;･
A
g
l･0
=
･,
蒜
Ⅰ･
1,
t･
l,
n
r,･
:J
p
･
l〇
]｣

･Y
)I

4･
Tiu
lg
eS;q
JP
･
S
･
1531
-J,･
A

m
eth
o
d
fo
r
th
e
(1C･tel･EL.in
ltio
n
〇
f
=
1
Ctiv
e
"
a
lu
z=
iコ
iu
…

in
ll･id
･岩
ils･
.S
o
il
S
l,ie
rlC
e,
V
,
EJ.,,
p
･
1･.il⊥

J,i;･

･rJ･
fiu
rg
e
s8,
P
･
FL
lt･Ji
･!･
(:o
…
p
l
r
iso
n
o
f
･.ilCtiv
ウ
ニ
a
lu
=
in
iu
n=
1n
d
h
i
ro
g
c
n
･i｡
n
cこ
n
つ言
trPt.ir,n
‥
Jf
w
i(le
ly
sc
p
a
rLltCtt
a
C
i(l
･qiO
itF･
S
o
il

Fk
ic
rtce
V
.
t･r,,
p
.
Zm

-
4-TLZ,

Lj･
(･ll
nle
rO
n
)
F
･
六
･,
a
.-(=

{u
l"t
)
IL･
A
･
1≡
L･
^
cti｡
n
｡
t.
w
ilt宅

MLn
(I
siLli.le
fm
lLlti〇
n
h･
u
P
O
コ
Cel･t山Lin
hliFIh
t】y
誓
1u
b
te
TPh
tJSP
TtLtt声

･TM
lr･

A
m
e
r.
C
h
e
ヨ
.
S
o
c.-
V
.
jtT,
p
.
88
.,I
三
.I,.

7
･

C
o
｡
‥b
nr)
LTT
･
.W
･
11･);i>2･
T
h
e
a～
J
ita
b
ility
o
f
m
in
el
l
t
P
L.lin
t
fニ
U
a
･
J
o
u
r･
ゝ
g
r･
S
l･i､
V
･
12
7
p
･
),IL:1
:(,:1･

8
,
C
o
n
n
er,
S
,

D
rP
a
n
d
S
e
a
rsJ
0
.
17
.
10.2卜
A
ILn
)in
iu
≡

岩
)tS
a
n
d
a
c
id
s
pt
T
a
r.Y
ln
内
h
y
d
rこ
h"
e
n
･i｡
n
co
n
ce
n
triLti｡-1S,
in
re
lati〇
n
to
p
lu
n
t

g
I三
gth
in
w
ater
Cu
ttllreⅥ･
FS｡
il
h.cie
n
eeJ
V
･
=
V
p
･
に
T

rH
･

9
.
D
e
n
iq｡
n
,
I.
A
.
19だ
.
T
h
e
n
ptu
re
｡
f
t･e
rtilin
p
t〓
≡
in
iu
≡

岩
lts
ln
th
e
たこ
it
tin
(1
th
e
ir
irltlElen
CL･
〇
n
ハ1TTL三
O
n
itica
tio
n
an
(I
n
itritica
tiH
n
.

Fi.
.il
H
cicn
ceP
V
･
l
J,,
p
･
.J.7-
三
二･

lLl･
F
lu
ri･
･T
f･
l!差

･
D
e
r
E
e
iflu
s=
･o
n
J′lu
m
irlu
m

"
111･e
n
a
u
f
LTa
n
P
ro
to
p
la･tl
11u･
ht.I(,r･1
,
Tu
∵
さ
7
1TTo
t

,
P
･
竺
-
1･2(i

=
･
F
red
,
W
･
ソ
Ⅰ･
巨
),･
1パt･17Lti三
琵
b
elw
ec
n
t.u
11･iu
…

(.n
rb
〇
=
1te
'
Certl
in
fe
rtitiZel
C
71e
m
i(I･n
t=

rl(t
th
e
芸
〓
SO
]u
tin
n
･
Lq
｡
il
TS･t･i(,n
ee
V
,
I,i,

p

･

コ
L
I1'･



g
ro
w
th
･
S
o
it
S
cicn
c
e
V
･
+I,tJ
p
･
2LT7-
㍍
TL!･

l:i.(㌻
.q
rd
er
.T
.
19
:,,O
.
ソ
r星

･
V
eFtL=≡
d
e
ts
F
o
rst･
F
o
rso
k
邑
iLt･)
h･tl･
三
･
(
u
h
st･
i=

Tlu鷲
=
J
E
･･T･･
fつ‥J･'2･
S
.,il
l.-I"
d
ili.1
n
B
i"
1d
P
h
LTlt
(}rn
n
th
･

p
.

じ2
ひ.)

14
･
fh

rtw
c
u

.
R

TJu
a
Ttd
P
e
nlb
e
r)
F
･
-{･
1LL)IS
,
T
h
t･
p
rcsen
c…

f
u
lu
…
iTliu
"
L
n-

rC
-

n
f｡
r
三
一1･
J
ifre
ren
ce
h
l
th
e
e
frcct
o
f
HO
･Ca
IIct1

a
c
id
,qo
it
o
n
b
lu
teJ･
im
d
ry
e
･
S
o
il
S
cie
n
cL･
V
,
O
･
p
･
2
省
-
L2
77･

一,.･l･
コ
eb
e
rtJ
J
･
19
｡
7･
1
o
Jl
lci-e
d
l･S
tSC
l･q
d
e
c
h
ro
zニ
e
(-11tlu
コ
一in
iu
n
-

t
d
-

=
b･"
CSiu
…
;
It～
r
;tctio
u
･<u
r
〔11･V
CT･qCH

e
r"
t･Ln
tLLtiつ
n
L
C
o
L"
P
"
rぎ

t

a
v
el･
】C.S
PrO
p
ril･-eS
a
n
l
lo
g
u
es
d
e‥

erre=

iLreS,
P･U
】･
S
o
c･
C
h
i三
･
P
LLr㌢

de
z･･
.r
y
.,･
1･
p
･
Lllにtr;-
1O･.ii:･

一(;･
r
Ti乳
rlk
J
I)･
J･
]･汚
-,･
Jl･c
itrilg
lu
r
K
e
r"
tn
i･1
d
e
r
A
d
吾
-I)tPit"
1ST
(lrg
iin
b･
C
l…

l芽
lcll･
1
)1te
-
iLt‥
=
itt･
J30
(le
[tk
一1-1d
ク
V
･
11),
p
･
1q
lL

Ti

一7,
r･ri.を
ln
tへJ
D
,
J
,
≡
L
I,･
T)･iLSt･
宗
(.h
.･tn
g
e
ir"
o
itS.
T
rE
lざ
F
iLr,
S
.,(･‥
V
.
.ZLl,
-,,
｣･..T

r.tl.Lr

声

Ern
ご
弓
,
T
r,
I),.
LAn
rt
(i
i寧

W
,

･T.
TtM
rtI
l妻

.
T
一tc
iコ
コ
u
t･n
一･L.
"
I∵
LT≡
〓
iTTr';三
二
ir1
nエ
…
二

=
1.m
l:
Ptf17l"n
字

･A
r"
e
r･
J
ニ
一き

l
'1.ypi三
･･
V
･
一J

l,･
J-.7･

】t)‥
To
rre
J
J
.
Fr

u
n
d
ソ
【c
rL…
〓
J
f
r.
(I.
1.･這
H

.･U
二
｡
id
3
1
b
eh
n
v
i｡
r
L)f
o
il."

.,.d
苔
it
fe
t･t
i11ty
:
V
,
T
h
e
d
ist
riT,tTtju
l
t.r
邑

u
h
l=

"
td
co
t1..id
‥tl

iro
Tt
an

d
iLtu
-ニ
in
it]TJI
in
co
ilr
S
o
it
S
cie
n
ce
,
V
･
比
(;,
p
･
.rtlT
I
.11･2'}･

2
0･
J
つ
h
ns

o

n

,
S
･
W
･
19
L=)･･l
【o
w

(:ro
p
s
G
ro
w
･
O
rLLn
J'"
e
J
u
d
d
C
o
･,
1TT芸

Y
～
rk
･

iH
･
J
oat･
L
･

100
7･
P
tiln
-
P
h
v
sio
t⊃
g
y
･
T
riln
Stutio
n
b
y
R

J
･
n
itrV
e
y
G
i
h
s(,n
J
r,･
∝
⊃･
C
tLLrO
td
tn

P
L･e準

0
･1t..一rd
･

.ji'･
リ
h
g
ist
l
d
J
0
･
(･･
]9iZr'･
T
h
e
u
l"
r"
irliu
r."

o
[t
te1
7-
,.l･
th
e
so
it
m
tutio
n
u
n
d
it:

c
tutio
n
to
等
ニ
re
n
utio
n
itn
d
p
lu
n
I
g
ro
w
tT.･S
o
il
S
l･ic
n
t･1･

V
,
20
)
p
.
lS
LI
柁
･･:.,

T
,･
M
a
Ze
J
P
･
19
L･-'･
D
e
lc
rn
､itlntio
n
d
es
e
le
n
le
n
tS
ロ
､in
em
u
.{
m
red
n
e
CeFSi､ires
iLu
d
e
v
e
lo
p
p
m
en
-
d
t=

】ili･p･
C
～
m
p
t･
R
en
d
･
A
cLld
･
r3Ci･

(P
ar
is,)
t,
160
,
p
,
2
11-
2]4･

に
+･
.1
【iltt等
n
,
LS
,
tPeT'8
.
T
h
e
u
ctiつ
n
O
f
n
elltm
t
.i
LLt
ts
O
n
RC
id
so
ils
w
ith
re
fe
re
n
ce
t〇
u
tu
n
､in
iu
≡

･JTld
iro
n
.
F;o
il
S
c
ien
ce
V
J
_D･.1･
p
･
･..･1･.･･

一

木

邦
に
於
け
る
所

耶馬土の
約
械
曲
ひに
不
良

原田
に
就
て
'
撃

二触

E
!
.i



結
託
Ll
三三
七
hl
騒

S
gi-ie

変
態
等
-b
Ll
鞍
封
琵
璽
Li壱

lJ
′
羅
tlr値

空
目
く

乱
-1fich

aels,
II･･

a
【1d

工
)e

Il
eL･n

･
P
･
190･j･

h'o
te

an
slljet

d
e
l′uction

d
'･s

se
lだ

d
′a
lu
m
in
i
u
m

m
r
la

g
eT
lu
in
atio

n･
B
U
L

A
cad

･
R
o
v
･
13elg

.,

(1抑
),

p
.
把
OT

2
tl.

ユ
f
ir

asol,
J
･
･T･

]D軌
Lllu

.I-izliu
n
l
iuj

a
faL･to

r
in

･50
il

acid
itJ･･

S
o
il

S
cien

ce
V
.
乱

p
.
I
.5
3-

193.

127･
P
feは

'erl
T

･
uTId

B
lu
【.ck

,
19

13･
B
e
itrag

zu
r
F
ra
g
e
Llb

er
d
ie

W
irk

u
n
g

d
os

-lI
an

g
a
r-s

b
e
zw

I
A
lu
m
in
iu
m
B
au
f
P
8
an

zen
-w

ach
.qtu

n
l.

I'a
nd

w
･
V
ers･

S
t a
t.,

1対
･
83
,
p
.
T
)7-

28
1.

ご
i)
.
T'ftit飢

･r,
W

･
L8
99･

P
h
y
荒io

lo
g
y

o
f
p
lur.ts･

T
run

slatio
n
b
y

･̂
J
･
E
TYnrt,

V
･
L
p
･
I.'i7･

31㌧
P
ierre ,

W
.
H
.,
P
o
h
h
n
a
n
,
G
.
CT.,

a
n
d

_W
c

lh
ilin

e,
T
.
C
.
10:r2

.
S
().llコb

le
aiu

rllin
iu
m

Stu
d
ie

s
:
1
T
h
e
co
IICen

tratio
n
o
f
aiu

川
in
iu
m

in

th
e
d
isp

laced
so
il

so
lu
tio

n
o
f
n
atu

rLLtly
uc王d

ざn
ils.

£o
il

bCi山
iCe

V
.
34･

p
･
14
r･-

1:7
n
･

:'･1･
刀
ritto

n
,
H
･
T･S"

W
32･

汀
y
d
ro
g
eTl

l
on

s･
p
.
5
36
.

:-!=t･
R
u
p
l･eCllt'

R
･
W

･
W

.L･P,･
T
o
x
ic

e熊
ct

o
f
iro

n
an

d
a
lu
n】in

iu
.A

sa
lts

o
一一
clo

v
e
r
seed

lin
g
F･

ht
aSii

A
g
r･

E
Y
p
･
S
till

B
u
l･

10
r･

I-',I-i･
R
up

rech
t,

R
･
W

･,
aTId

九forsc'r
･'
･
W

･
Ⅷ
1:5

T
h
e
c恥

ct
o
r
弧
1r.JLtC

O
f
･d
Tn
lt10

n
ia

o
n
so
il･

M
iLLa

A
g
r･

E
･T
P
I
S
tit･

P
･ul･

-1({･･

34.
R
u
p
rech

t,
R

W
.,
an

d
ユL

o
rse,

F
･

W
･
19
1J
･
T
h
e
co
u
rse

o
f
th

e
inju

rio
us

LLu
eCt

O
f
su
lfate

o
f
a
m
m
o
n
lu

w
h
en

u
sed

nB
a
fertili'.er

lll
asさ･

A
g
r･

E
叩

･
R
CS･,

V･
7
,
p
･
123-

14
-･･

35t
R
o
b
in
so
n
,
W

･0
･,
S
tein

k
o
en

ig
,
L

hT･,
an

d
H
iller,

Ll･
F
･
19
17･

T
h
e
reh

tio
n
o
r
s仰

Le
O
f
th

e
rarer

ele川
er-tLq

i･n
6O
i18

a
nd

p
lan

t
s

tJ･
S
･
D
ep

t･
A
g
r･

B
u
L

O
O
O
･

36
･
S
to
k
l
出
a'
J
･
･19
m

C
ilt･Jly

tic
fertilizers

か
r
su署

er
b
eets･

B
l･

Z
eck

erru
h
en

b
a
u
'
B
d
･
18
,
n
o･

11･
p
･
193-

I()7;
(A

b
St･

in
E
ェ
p
･
S
ta.

1tec.,

V
l
26
,
p
･
2
2
[,)

37.
T
u
rn
er,

P
.
E
.
1P.lil.

R
ep

laceab
le

i
l･()

n
an

d
al

tllj▲in
in
m

in
S
o
ilsI

S
o
il

S
c
ien

ce
V
∴
叱
･
p
.
4L17･

汎
V
arv

nro
I
U
･
19
121

T
h
e
acti(-n

o
f
n
l乱n

g
a
n
'.Se

d
io･y

id
e
u
【ld

ot
l
】
el･

∩-ttu
llic

c
0
..1p

O
u
n
d
H
O
n
th

e
p
erm-in

utio
n

o
r
se
ed
S･

S
tu
z･

S
p
'Lr･

A
g
r ･

lta
L
,
V
.
▲15,

no･
12,

p
.
!117-

9:39;
(A

b
st･

in
】てX

p
･
S
ta･

1ミcc･,
V
･
29

,
p
･
･r,2

8
･)



l'･Li･
ソ
ー
i.v
uk
l･･
)(
･

(U
t｡
･
T
he
t
o
抑
ic

ICtir,u
o
f
so
)ub
le
ulu…
itliu
E

S
iL
t江
u
P
C
n

th
c
g
r
｡
w
th
｡f
tLh
た
ric
e
p
IE
-t
･
J

ou
r･
T
Sio
t･
C
h
e...)
V
･
2
'.,

p
･
iZ.㍗

LLJ･
Y
n
m

nu
o
J
(小
･
T箸
･=J･t
°
iln
iLl
u
Tn
illh
JH
SiLlts
t,n
h
Mm
Ce
p
lnrlt
g
r
o
w
t
h
.[
P
'u
l･

Co
)･
A
g
r
･
T
ok
ro
I
TnP
･
U
n
iv
･
.
V

･

tS･
1T
T
o
･
L
p
･
琵
r
i:ii

･tT･
X
m

t7.m
.I
Ttn
,
J
C･
l!三
.
the
p
h.v
s
i〇l(ノg
i(･ut
;lCti〇
-‥
つf
T
b
e
s
iLtt
-

Jf
!It
u
m
in
it≡
]
u
p
o
n
p
h
tn
t汀･
)n
S
it
l.b
e
r
･
J
(
･
A
k
ild
･
W
iss
･〔
V
ic･.n
n
]'

ソ
T
n
th
･
y

:ltu
r
W
･
Jハ
l.)
T
3d
･
l
e
fi,

u

J1
)p

･
2
LII
i.;tn,;
(i.b
st･
in
E
x
p
･
S
tn･
].LeC
･,
V
･
;l
t
,
p
,
i7
2
T..･)

･ti:･
S
h
cd
d
,
0
･
M
･
(
9r
i･
f;tr
c
ct
o
f
n
d

ろrPtion

n
nd
oth
l･r
f･･ICtO
rS
(一n
C
elt
nirl
Pt
u
n
t
f
ood
c
o
n
st
it
u
c･nts
oh
tiLin
e
d

in
t
h
e
d
it
ut
l･
n
it
r
ic
u
c
i(I

d
ibr,互
io
n

=f
s
ニ
i]s
llnd
un
i
≡
p
r
,N
C
.Ltent
fo
r
t
h
eir
邑
inttLt
io
n

S
〇
it
S
ciencL･
V
･
t
T.,,
P･
:L
H3-
I.n
'3-

声

]ぎ

rg-

,
P
･
LS
･
)
9
㌧:3･
C
on
･p
iLriHO
.l
Of

L'iI.Ct
i
v
e"
iL)u
n
o+n
iu
…
an
d

h
.yd
r
っ
g
C
n
･
ion
c
…
一ee
n
t
l･
ilt
i
on
s
C
f
w
id
c
t.v

s
e
p
um
ted
iL(.･id
s
oitt･･
fqo
il

Egc
i
e
n
ce
V
･

lL..,
p
･
Lu
T
I
ll卜

三
･
嚇
E
l等
F
T-
賞

選

考

l･
fF
:

覇

5
m

.盲

正雪

畠

爵
ロ
(架
け
)

｣
‥隆
lJ
E
!

董

E鮎

g
J
:;東

部

l
薄

･
iTI
･.]感

F
･

･

rJ
魚

由
汁
琶
薙
奈

古

真

空

L
帝

J
J
,ハ=
･L
藍

lH
票
が
j=缶
f
f
碧

靭

蕎

l‖
畢

バ

｣･_点
き
平
沼
欝

勘

35t
t

貞

潔

L

だ

17-
土
盛

声

域
申
産

材
害

責
苦

,.)
満

＼

Jf

Jへ
･)

I
J

L持
fTJ環
要
撃
日
へiE7D
j
=白
骨
菖

寮

監
許

口

汚
パ
4(頚
8
持
i7

ト
声
帯
8守

頃
日熟

｢
ー

汁
臨
精
義

部

{l
虎

'#

:3
男

‥i
7
-

普

.ijg
I

本
邦
に
於
け
る
所
耶
牒
土
の
敵
性
瑚
ひ
に
不
良
庶
TE
に
嫌
て
'
節
二
酎

四
一
七



iJ
lJ

･･

･

I...'rTr

iiL
米

.;.{

LJr
n.7

.I

`ヽ

]

1

.

.4

-
.

■

石

t
､
ー

.

..N

t

1.

9

6

賢 浴 場 IL:,-

吉 7壁 書 溝 .Lニ

貫 藻 屑 溝 .ここ

声 駄 ポ 溝 .良

..
;

;,

貫 三 i…,iL出 .vl

宗 空 王手輝 き .コ

貫=1三 重 藩 繁 .-■

貫 き 汚 溝 .ン





賢 DJ芹 洋 .-

無 印 軒 賢 .L二

常 t}.蘇 芳 .'-二

荒 ijl.琵 =F2.-

賢 か 芹 環 .こ･

芳 Bi落 部 .I

溶出亘
剖yyへ瞥J)lJに,Jdu

ー+▲ヽ●_J
◆一



崇 tF.譲 素 直-,-

貰 遠増琵iSB 碧 .･こ

1+i.1まき労コ漂寄eF■~~

そ十 119cTl 蓮 ,÷

トト 規 護 芽 ,_.


